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日時は，両大学が春休み中の 2012 年 3 月 8 日（木）～ 9日（金）で，午前 9時から午









9：00 開会 9：00  プログラム 3-②
9：20 プログラム 1












＊ ACTIVITYを創る その 1
振り返りとまとめ
16：00 振り返りとまとめ 16：00 閉会





的に就職活動や部活動の合宿が重なったため参加者は，札幌大学 12 名中 10 名（83.3％），
















アイスブレイク 即興で ACTIVITYを作ろう オリジナル ACTIVITYを創ろう
目　的 目　的 目　的






 ③ グループの協力体制を整える  ② ものづくりの方法を学ぶ
▼ ▼ ▼
セッション１ セッション１ セッション１
 ① 集団ゲーム（東海大学担当）  ① ブレーンストーミング＆KJ法  ① コンセプト作り
▼ ▼ ▼
セッション２ セッション２ セッション２
　チームビルディングゲーム 即興で ACTIVITYを作る  ACTIVITY創り
 ① グループ名を決めよう ＊詳細は本文参照  ① コンセプトを基に制作
 ② フェルミ推定 ▼  ② 必要な用具類は作る
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9：00 開会 9：00 資料つくり











13：30 プログラム 2-① ＊ ACTIVITYを体験する
＊ ACTIVITY体験　　　
15：00 資料つくり
15：30 振り返りとまとめ 15：30 振り返りとまとめ
講評 講評・記念写真
16：00 プログラム 3-① 16：00 閉会
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